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◆ 子ども未来学科
子ども未来学科は、近畿大学九州短期大学通信教育部との併修提携により、本校の学費以外に短大の学費が必要になります。

併修提携先 1年次学費

174,000円 116,000円

2年次学費

近畿大学九州短期大学通信教育部

※ 上記学費は2024年度の金額で、入学金や補助教材費が含まれています。この他にスクーリング受講料等

　（２年間で160,000円程度）が必要になります。なお、短大の授業料改定等によって、変更になる場合があります。

◆ 福祉保育学科
福祉保育学科は、近畿大学九州短期大学通信教育部との併修提携により、本校の学費以外に短大の学費が必要になります。

併修提携先 1年次学費

174，000円 116，000円

2年次学費

56，000円

3年次学費

近畿大学九州短期大学通信教育部

※上記学費は2024年度の金額で、入学金や補助教材費等が含まれています。この他にスクーリング受講料等

　（３年間で225,000円程度）が必要となります。なお、短大の授業料改定等によって、変更になる場合があります。

◆ 龍馬学園特待生奨学金 （給付）

本校に入学後、在学中の学業成績や学校生活において、特に優秀で他の学生の模範となるような学生（進級生）に対して、
進級時に10万円を給付する制度です。

奨学金 10万円給付

龍馬学園３校で７名採用人数

特　  典 １年次の前期授業料から10万円免除

該当者は入学願書の制度欄に記入してください。申込方法

対象者
◆ 調理師養成施設調理技術コンクール（通称 ： グルメピック）の地区大会及び全国大会に学校の代表として出場する学生

◆ 全国理容美容学生技術大会（通称 ： 理美容甲子園）の四国地区大会及び全国大会に学校の代表として出場する学生

［調理］

◆ 地区大会に出場する学生が、練習で使用する材料などの購入費用を学校が全額負担します。

◆ 地区大会を勝ち抜き、全国大会に出場が決まった学生は、練習で使用する材料費や東京行きの旅費と参加費を

　 学校が全額負担します。

［美容］

◆ 全国理容美容学生技術大会（通称 ： 理美容甲子園）に出場する学生の練習用ウイッグやネイル用材、カラー剤

　 などの購入費用を学校が支援します。

※ 金額などの詳細は学校説明会及びオープンキャンパス等でお問い合わせ下さい。

支援内容

毎年、前期授業料の納入に合わせて、臨地実習費60,000円が必要となります。

◆ 看護学科

本学園が指定する資格・検定やコンペ等に合格 ・ 受賞された方に対し、1年次授業料の一部を免除する制度です。

「資格・検定等特待生制度申込書（様式⑤）」に記入して、出願書類に同封してください。

※ 対象となる資格 ・ 検定等は、次のページ(P.18 -19)の「資格 ・ 検定等特待生制度一覧表」をご確認ください。

① 入試までに対象となる資格・検定等を取得し、出願時に申請した場合は、1年次の前期授業料から免除します。

②  入試合格後に対象となる資格・検定等を取得、又は上位ランクの資格 ・ 検定等を取得された場合は、各校事務局まで　 

ご連絡ください。1年次の後期授業料から免除します。 (申込締切 ： 2025年4月末日)

※ 学費免除のある指定校入試やAO入試、兄弟姉妹・親子入学支援制度と重複して適用することはできません。本人に有利な方を適用します。

◆ 資格・検定等特待生制度

短大併修の学費 （子ども未来学科・福祉保育学科のみ）12

臨地実習費 （看護学科のみ）13 ※身分関係が分かりづらい場合は戸籍謄本等の提出を求める場合があります。

※１年制学科（調理師学科 ・ 二級建築士専攻科 ・ 総合研究科）、国際ビジネス学科、日本語学科は対象外です。

※ 学費免除のある指定校入試やAO入試、資格・検定等特待生制度と重複して適用することはできません。本人に有利な方を適用します。
※ 日本語学科、通信課程美容科を除く

◆ 兄弟姉妹・親子入学支援制度 （本人の再入学を含む）

龍馬学園学費支援制度14

入学者の兄弟姉妹及び父母が本学園に在籍又は卒業している場合、本人の1年次授業料の一部を免除する制度です。
　　本人が本学園のいずれかの学校に再入学する場合も同様に、1年次授業料の一部を免除します。

◆ 龍馬学園コンテスト支援制度
学校の代表としてコンクール及びコンテストに出場する学生に対し、練習で使用する材料などの購入費用や旅費 ・ 交通費等
を学校が支援する制度です。現在、支援しているのは下記の通りです。

16 17

提出書類種　類 免除額

10万円

5万円

3万円

Bランク

Cランク

Aランク ① 資格・検定等特待生制度申込書（様式⑤）

② 合格や受賞が証明できる書類等の写し

※ 証明できる書類がない場合は、「資格・検定等特待生制度申込書」に担任又は
　 顧問の先生の署名 ・ 捺印が必要です。

※ 団体での出場の場合は、選手登録（エントリー）された者に限ります。




